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｢血圧が上がる｣というとマイナスイメージにとらえがちですが、本来血圧を上げる機能は、
全身に血液を送り届ける生命活動に欠かせないものです。

その機能の代表的なものが｢アンジオテンシン系｣（血管が収縮し血圧を上げる働き）で血圧
を調整しています。このバランスが崩れてくると血圧が高くなります。

青魚を食べる人（漁村の人）の方が平均血圧は低く、脳出血で亡くなる人が少ないという結
果が漁村と山間部を比較して報告されています。なかでもイワシは血圧の上昇につながるACEの働きを阻害する成分（サーデンペプチド）が特に優れている事がわかりました。

サーデンペプチドは、新鮮なイワシ（サーデン）を酵素分解して得られたタンパク質を精製したもので、生理活性が高く生体内でも安定なアミノ酸のオリゴペプチドで、腸管吸収にも優れます。

高血圧は、その原因となるアンジオテンシンⅡを抑制する生体調整物質バルリチロシンが少ないために起きます。サーデンペプチドを飲用するとバリルチロシンを生産する力が活性化され増える事がわかっています。
血管を収縮させ血圧を上げる成分を産生する変換酵素を阻害することにより、血圧
をおだやかに降下させるといわれ、生活習慣病の一次予防に役立つと思います。
イワシを食べれば、サーデンペプチドが効率よく摂れる
わけではないのですが、昔から日本人に食され、DHA,EPA
を含む健食として注目されているイワシは血圧の上昇を
抑える事の予防としては最高の食べ物だと思います。
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